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史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、

現
在
と
未
来
の
轟
木
を
創
っ
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、
先
人
の
遺
し
た
記
録

を
紐
解
き
な
が
ら
集
落
を
運
営
さ
れ

て
い
る
轟
木
の
方
々
は
、
町
誌
編
さ

ん
の
先
達
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
町
誌
編
さ
ん
室　

竹
原 

祐
樹
）

現
在
、
町
誌
編
さ
ん
室
で
は
シ
マ

ジ
マ
の
場
所
に
宿
る
「
歴
史
」
を
書

物
に
編
み
上
げ
る
べ
く
、『
町
史
民
俗

編 

シ
マ
の
記
憶
』
の
編
集
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
轟
木
集

落
に
伝
わ
る
記
録
（
＊
）
か
ら
、明
治
・

大
正
・
昭
和
初
期
の
シ
マ
の
姿
を
垣

間
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
も
轟
木
集
落
に
お
い
て
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
る
記
録
は
「
明
治

43
年
４
月
１
日
現
」
が
起
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
構
成
は
集
落
の
基

本
財
産
台
帳
、
財
産
目
録
、
契
約
書
、

部
落
共
有
林
関
係
綴
、
作
見
取
締
規

定
な
ど
で
す
。

例
え
ば
、
基
本
財
産
台
帳
か
ら
は

当
時
の
集
落
の
収
支
状
況
が
わ
か
り

ま
す
。
明
治
四
四
年
（
１
９
１
１
年
）

６
月
18
日
に
は
「
13
万
６
４
５
０
円
」

の
「
藍
山
税
」
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

大
正
期
ま
で
盛
ん
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
轟
木
集
落
の
藍
玉
製
造
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
徳
富
重
成
氏
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）
４

月
１
日
の
「
字
宝
地
山
林
ヨ
リ
鉄
道

枕
木
税
収
入
」
と
い
う
記
事
に
注
目

し
ま
す
。

右
の
記
事
か
ら
、
轟
木
集
落
の
共
有

林
（
小
字
宝
地
に
所
在
）
の
材
木
を

鉄
道
枕
木
と
し
て
移
出
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
近
代
の
交
通
史

で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
鉄
道

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

～
シ
マ
（
集
落
）
の
記
憶
と
記
録
～

で
す
が
、
往
時
の
轟
木
は
そ
の
時
代

性
を
捉
え
、
集
落
の
経
営
に
も
活
か

し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

徳
之
島
と
鉄
道
枕
木
と
言
え
ば
、
昭

和
56
年
（
１
９
８
１
年
）
に
田
端
義

夫
が
唄
い
ヒ
ッ
ト
し
た
新
民
謡
『
徳

之
島
小
唄
』
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
だ
ま
返
し
て　

倒
れ
る
松
は

伸
び
る
日
本
の　

枕
木
よ

俺
の
在
処
は　

徳
之
島
だ
よ

お
前
蚕
を
飼
え　

紬
織
れ

ハ
レ
紬
織
れ

『
徳
之
島
小
唄
』
の
作
詞
者
で
あ
る

「
名
倉
幸
一
郎
」
は
、
戦
時
中
に
山
集

落
に
滞
在
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
４
番
の
歌
詞
は
名
倉
が
目

に
し
て
い
た
枕
木
移
出
で
活
況
だ
っ

た
山
集
落
の
風
景
で
あ
る
こ
と
が
推

測
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
が
「
伸

び
る
日
本
」
と
い
う
国
家
の
「
成
長
」

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
指

摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
こ
と
が
ら
の

他
に
も
、
明
治
～
昭
和
初
期
の
シ
マ

の
様
子
が
轟
木
集
落
の
記
録
か
ら
は

う
か
が
え
ま
す
。
徳
之
島
に
お
い
て
、

こ
の
時
代
の
集
落
を
伝
え
る
記
録
は

他
に
は
見
あ
た
ら
ず
、
貴
重
な
歴
史

徳之島小唄記念碑

轟木集落の記録

（
＊
）『
徳
之
島
郷
土
研
究
会
報
』

　

  　

第
八
号
に
翻
刻
。




